
通常桁に沿って配置するプレストレストコンクリートケーブルを、桁外
まで大きく引っ張り上げて配置した形式で、プレストレス力を効率的
に桁に伝えることができる。 

１００ｍ～２００ｍの適用支間で経済的となる（武庫川橋は100ｍ） 
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